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一
例
会
抄
録
一

橋
本
明

い
ま
ど
き
の
精
神
医
療
関
係
者
の
多
く
は
、
呉
秀
三
・
樫
田
五
郎

の
『
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
及
ビ
其
統
計
的
観
察
」
二
九
一
八

年
）
を
、
「
我
邦
十
何
万
ノ
精
神
病
者
ハ
実
二
此
病
ヲ
受
ケ
タ
ル
ノ
不
幸

ノ
外
二
、
此
邦
二
生
レ
タ
ル
ノ
不
幸
ヲ
重
ヌ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ
」
と

い
う
フ
レ
ー
ズ
に
よ
っ
て
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
こ

の
フ
レ
ー
ズ
が
あ
ま
り
に
的
を
得
て
い
る
た
め
か
、
さ
ら
に
論
文
を
読

一
、
病
院
歯
科
の
軌
跡

榊
原
悠
紀
田
郎

四
月
例
会
平
成
十
六
年
四
月
二
十
四
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
八
号
館
一
階
三
番
教
室

一
、
中
国
古
代
中
世
に
お
け
る
逐
月
胎
児
説
の
変
化

鈴
木
千
春

一
、
中
日
に
お
け
る
挿
絵
の
あ
る
医
学
書
を
語
る

郭
秀
梅

一
、
相
州
小
田
原
藩
医
・
市
川
氏
と
市
河
氏

中
西
淳
朗

呉
秀
三
・
樫
田
五
郎
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
及
ビ

其
統
計
的
観
察
」
精
読

み
進
め
よ
う
と
い
う
気
力
が
削
が
れ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
結
果
、
「
二
重
の
不
幸
」
だ
け
が
一
人
歩
き
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
論
文
で
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
、
単
に
「
悲
惨
な
精
神
病
者
」
と
い

う
甘
い
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
解
消
で
き
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
冷
徹

な
ま
で
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
貫
か
れ
た
描
写
は
、
精
神
病
者
と
そ
の
患
家

の
無
防
備
で
明
け
透
け
の
生
活
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

『
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
及
ビ
其
統
計
的
観
察
』
は
、
東
京
帝
国

大
学
精
神
病
学
教
室
教
授
・
呉
秀
三
が
中
心
と
な
り
、
一
九
一
○
年
か

ら
一
九
一
六
年
に
か
け
て
教
室
の
助
手
・
副
手
十
二
人
に
全
国
各
地
（
一

府
十
四
県
）
の
私
宅
監
置
・
民
間
療
方
な
ど
の
実
況
を
調
査
さ
せ
、
そ

の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
最
初
『
東
京
医
学

会
雑
誌
」
第
三
十
二
巻
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
、

ほ
ぼ
同
じ
頃
、
内
務
省
衛
生
局
か
ら
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
た
。
論
文
の
中
心
を
構
成
す
る
の
は
、

第
二
章
の
「
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
実
況
」
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
章

の
「
民
間
療
方
ノ
実
況
」
で
は
、
神
社
仏
閣
に
お
け
る
水
治
法
や
温
泉

で
の
治
療
や
民
間
薬
、
迷
信
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
七
章
の

「
意
見
」
の
中
で
、
「
我
邦
十
何
万
ノ
精
神
病
者
ハ
…
…
」
が
登
場
す
る
。

「
精
読
」
に
あ
た
っ
て
第
十
九
例
を
と
り
あ
げ
た
。
事
例
の
記
述
は
、

個
人
や
地
域
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
「
○
○
縣
」
と
い
う
よ
う
に
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
例
は
視
察
者
の
一
人
で
あ
っ
た
齋
藤
玉
男
が

東
京
帝
国
大
学
総
長
あ
て
に
提
出
し
た
「
山
梨
縣
管
下
精
神
病
者
私
宅

監
置
状
況
視
察
報
告
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
と
同
一
で
あ

る
。
第
十
九
例
は
山
梨
県
の
事
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
十
九



日本医史学雑誌第50巻第 2号（2004） 312

例
に
限
ら
な
い
が
、
も
っ
と
も
詳
細
に
記
述
を
割
い
て
い
る
の
は
監
置

室
の
橘
造
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
理
由
の
一
つ
は
法
律
で
あ
り
、
私

宅
監
置
を
法
的
に
規
定
し
た
精
神
病
者
監
護
法
二
九
○
○
年
）
を
確

認
し
た
い
。
こ
の
法
は
わ
が
国
最
初
の
精
神
病
者
に
関
す
る
法
律
と
し

て
制
定
さ
れ
、
精
神
病
者
監
置
の
手
続
き
や
監
護
義
務
者
を
規
定
し
、

精
神
病
者
を
監
置
す
る
場
所
と
し
て
、
精
神
病
院
の
ほ
か
私
宅
監
置
室

を
認
め
た
。
ま
た
、
同
施
行
規
則
の
第
五
条
と
第
八
条
に
私
宅
監
置
室

の
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
具
体
的
な
監
置
室
の
構
造
は
決
め
て
い

な
い
・
そ
こ
ま
で
規
定
し
て
い
る
の
は
各
道
府
県
の
県
令
（
訓
令
な
ど
）

で
あ
る
。
第
十
九
例
を
管
轄
し
て
い
る
山
梨
県
の
場
合
、
山
梨
県
訓
令

甲
第
二
十
八
号
で
精
神
病
者
監
護
法
の
具
体
的
な
取
扱
手
続
き
を
定
め

て
い
る
。
訓
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
私
宅
監
置
室
の
構
造
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
①
広
さ
、
②
床
か
ら
天
井
ま
で
の
高
さ
、
③
地
面
か
ら
床
ま
で
の

高
さ
、
④
出
入
り
口
（
の
施
錠
）
、
⑤
敷
物
（
畳
な
ど
）
、
⑥
排
便
設
備
、

⑦
採
光
お
よ
び
換
気
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
呉
・
樫
田
論
文
に

登
場
す
る
監
置
室
の
記
述
に
重
な
る
。
他
の
道
府
県
に
も
精
神
病
者
監

護
法
に
伴
う
私
宅
監
置
室
の
構
造
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

比
較
し
て
み
る
と
、
広
さ
、
高
さ
、
敷
物
な
ど
は
ほ
ぼ
共
通
し
、
監
置

室
の
一
般
的
な
規
格
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
呉
・
樫
田
論
文
の
中

に
は
、
各
府
県
の
訓
令
に
明
ら
か
に
違
反
す
る
程
度
の
劣
悪
な
監
置
室

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
呉
・
樫
田
論
文
の
精
読
作
業
を
す
す
め
て
い
く
過
程
で
導

き
出
さ
れ
て
き
た
研
究
・
実
践
課
題
を
指
摘
し
た
い
。
一
番
目
に
、
私

宅
監
置
室
の
実
際
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
構
造
、
居
住
環
境
、

家
人
の
待
遇
、
警
察
官
の
視
察
な
ど
の
詳
細
を
検
討
し
た
う
え
で
、
さ

ら
に
各
道
府
県
が
定
め
て
い
た
精
神
病
者
監
護
法
取
扱
手
続
と
の
合
法

性
、
違
法
性
な
ど
と
の
関
係
を
解
明
す
る
作
業
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

構
造
そ
れ
自
体
に
注
目
す
れ
ば
、
「
監
置
室
の
３
Ｄ
化
」
と
い
っ
た
作
業

も
面
白
い
。
古
ぼ
け
た
図
や
写
真
で
は
ア
ピ
ー
ル
し
な
か
っ
た
も
の
を
、

立
体
画
像
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
で
、
私
宅
監
置
や
こ
の
論
文

全
体
、
ひ
い
て
は
明
治
・
大
正
期
の
精
神
医
療
へ
の
歴
史
的
な
関
心
を

呼
び
覚
ま
す
効
果
も
期
待
で
き
よ
う
（
図
「
監
置
室
の
３
Ｄ
化
（
習
作
）
」

参
照
）
・
二
番
目

熱
腹『！｛
・J1

へ.1今f r

‐
・
一
一 ～

ｑ
日
６

－
Ｉ

藍置室の3D化(習作）
、AkiraHashimoto2003

･l

qpI

1l卜

、

１
Ｊ
に
、
第
九
十
三

立体画像は監置室第十九例にもとづく

～
第
百
五
例
に

あ
る
よ
う
な
公

立
の
監
置
室
の

実
際
や
運
営
状

況
の
歴
史
的
検

討
が
ま
だ
不
十

分
で
あ
る
。
三

番
目
に
「
民
間

薬
と
精
神
病
治

療
」
の
問
題
が

あ
り
、
こ
れ
に

は
迷
信
な
ど
も

視
野
に
入
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
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ろ
う
が
、
庶
民
の
精
神
病
に
対
す
る
認
識
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

四
番
目
に
、
民
間
療
方
へ
の
評
価
や
認
識
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

神
社
仏
閣
等
に
お
け
る
民
間
治
療
は
、
当
時
の
西
欧
に
お
け
る
治
療
法

へ
の
関
連
づ
け
に
よ
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
解
釈
の
道
も
開
か
れ
て
い
た

こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
最
後
に
五
番
目
と
し
て
、
「
情
報
の
共
有
と
伝
達
」

と
い
う
課
題
が
あ
る
。
『
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
及
ビ
其
統
計
的
観

察
』
の
精
読
が
単
に
オ
タ
ク
的
な
理
解
や
知
識
の
蓄
積
に
と
ど
ま
っ
て

い
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
論
文
が
世
代
を
超
え
て
読
み
次
が
れ

て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
医
療
史
の
教

育
的
側
面
の
重
要
性
を
強
調
し
た
い
。

（
平
成
十
五
年
十
一
月
例
会
）

本
間
玄
調
（
棗
軒
）
に
つ
い
て

荒
井
保
男

本
間
玄
調
（
棗
軒
）
は
幕
末
、
水
戸
藩
の
生
ん
だ
名
医
で
あ
る
。
藺

漢
折
衷
派
に
属
し
、
華
岡
胄
洲
流
外
科
の
大
成
者
と
稲
せ
ら
れ
、
わ
が

国
最
初
の
脱
疽
下
肢
切
断
術
施
行
者
と
し
て
、
野
兎
病
の
最
初
の
記
載

者
と
し
て
名
高
い
。

玄
調
の
出
身
は
常
陸
國
小
川
村
（
現
小
川
町
）
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
僻
村
に
、
忽
然
と
し
て
名
医
が
出
現
し
た
の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
る

べ
く
し
て
生
ま
れ
た
感
が
深
い
。
先
ず
、
そ
の
家
系
を
み
て
み
よ
う
。

始
祖
本
間
道
悦

本
間
家
の
祖
は
大
和
國
本
間
村
の
出
と
い
わ
れ
、
医
家
と
し
て
の
初

代
は
道
悦
で
あ
る
。
大
垣
藩
に
仕
え
る
本
間
勝
資
の
三
男
で
、
寛
永
十

四
年
（
一
六
三
七
）
の
島
原
の
乱
の
際
、
十
五
歳
で
従
軍
、
兄
と
共
に

功
を
立
て
た
が
、
そ
の
時
、
内
股
に
槍
傷
を
受
け
、
そ
れ
が
も
と
で
肢

（
び
っ
こ
）
に
な
っ
て
し
ま
い
、
武
士
た
る
道
を
断
念
し
、
医
師
と
な
っ

た
。
江
戸
に
出
て
開
業
、
江
戸
在
住
の
名
医
先
輩
を
尋
ね
て
研
讃
し
、
そ

の
医
術
は
優
れ
た
も
の
と
の
評
判
を
得
て
い
た
と
い
う
・
延
宝
八
年
（
一

六
八
○
）
江
戸
深
川
の
草
庵
に
隠
棲
し
て
い
た
松
尾
芭
蕉
が
た
ま
た
ま

病
を
得
て
道
悦
の
診
療
を
受
け
、
以
後
親
交
を
結
び
、
道
悦
は
芭
蕉
に

医
学
を
教
え
、
道
悦
は
松
江
と
号
し
て
俳
譜
を
学
ん
だ
。
こ
の
頃
、
道

悦
は
常
陸
の
國
の
小
川
に
移
り
住
む
。

芭
蕉
の
名
文
「
鹿
島
話
」
の
末
尾
に
「
歸
路
自
準
亭
に
宿
す
」
と
題

し
て
、
芭
蕉
、
曽
良
、
道
悦
（
松
江
・
自
準
亭
）
の
連
句
が
収
載
さ
れ

て
い
る
。二
世
本
間
道
因

道
悦
に
子
が
な
く
、
同
じ
蕪
門
の
俳
人
友
松
五
郎
兵
衛
を
養
子
と
し

た
。
俳
号
は
「
友
五
」
。

三
世
本
間
道
仙

三
世
の
道
仙
は
道
因
に
養
育
さ
れ
、
道
悦
か
ら
医
術
を
伝
授
さ
れ
た

人
で
、
陸
奥
國
森
山
の
出
身
。

四
世
本
間
道
意

道
意
は
道
仙
の
実
子
で
あ
る
。
医
師
と
し
て
の
学
問
も
積
み
、
仁
術

を
施
し
た
名
医
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
延
享
四
年
（
一
七
四

七
）
水
運
の
便
が
よ
く
、
新
興
の
地
で
あ
っ
た
常
陸
の
小
川
に
転
居
し


